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　2021年10月1日付けで琉球大学病院は公益財団法人日本医療機能評価機構から病院機能

評価（3rdG：Ver2.0）の認定証交付を受けました。今回は4回目の認定となっており、「患者中

心の医療の推進」「良質な医療の実践」「理念達成に向けた組織運営」の3つの項目で審査され

ました。

　病院機能評価統括 中西副院長を中心に、職員が一丸

となって改善に向けて取り組むことで、実質的な医療

の質の向上が図られました。今後は、審査を受けたこと

で明らかになった課題を改善するとともに、自律的か

つ継続的な医療の質の向上を図ってまいります。

　大屋病院長は「この受審を通じて、私自身も患者中心の

医療とは何か、良質な医療とは何か、そして、理念達成に

向けた組織運営、また、ガバナンスとは何かを改めて学ば

せていただきました。これからの病院運営に活かしていきたいと思います。」と述べています。

　2021年12月に認定証交付を受けたことについて、大屋病院長が西田学長へ報告を行いま

した。

（公財）日本医療機能評価機構から病院機能評価の認定を受けました
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西田学長へ認定の報告を行う大屋病院長

大屋病院長（左）、西田学長（右）
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　琉球大学からヒト組織を製薬企業に適切な形で提供できる体制を構築したことについて、2021年12月7日

記者発表を行いました。

　再生医療の発展のためには、製薬企業がヒト組織（脂肪、臍帯、歯、骨髄等）を用いて開発する「再生医療等製

品」の存在が欠かせません。新しい再生医療等製品が開発されることで、これまで治療が難しかった疾患の治

療が可能になることが期待されています。しかし、これまで日本では企業が産業利用目的で国内の医療機関か

らヒト組織を入手し、利用することについてのルールが明確化されておらず、再生医療発展のための大きな

ハードルとなっていました。日本医療研究開発機構（AMED）からの委託を受け、当院形成外科清水雄介教授を

中心に全学をあげてこのハードルの解決に取組みました。琉球大学は2020年7月に大学規則の改正と新規則

の制定を行い、従来は難しかった「ヒト組織を産業利用目的で使用」することについて専門的に審査する役割

を持った委員会「産業利用倫理審査委員会」を設置しました。また同年10月には、琉球大学病院みらいバンクを

設立。これらの取組みにより琉球大学からヒト組織を製薬企業に適切な形で提供できる体制を構築しました。

今後、製薬企業はヒト組織を入手し易くなり、再生医療等製品の開発が加速することになります。

　実際の運用として2021年1月にロート製薬株式会社から琉球大学にヒト脂肪組織提供の依頼があり、同年2

月に第1回となる琉球大学産業利用倫理審査委員会が開催されました。複数回の厳格な審査を経て、同年8月に

ヒト脂肪組織の提供が承認されました。同年11月には当院で脂肪吸引を行った患者さんから企業への提供に

関する同意を得て、通常は廃棄される脂肪組織の一部を保存処理し、ロート製薬株式会社へ提供しました。

　このように琉球大学が適切な審査体制でヒト組織を製薬企業へ提供できる体制を構築したことで、日本全

体の再生医療産業が大きく前進したといえます。これにより難病で困っている多くの患者さまに新しい治療

手段を届ける可能性が広がります。現在はAMEDの支援の下、「琉球大学を起点としたヒト細胞原料供給体制

の実装」として事業を継続しており、将来的には琉球大学からアジア諸国へもヒト組織を提供できる体制の構

築を目指しています。

製薬企業へのヒト組織提供
日本初の「琉球大学産業利用倫理審査委員会」による承認
～難病に対する再生医療等製品の開発加速へ

トピックストピックス

記者発表の様子：左から筒井正人 医学研究科長・医学部長、
清水雄介 形成外科学講座 教授、大屋祐輔 琉球大学理事（病院担当）

説明を行う清水雄介 教授
（併 みらいバンク長）
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　このたび、琉球大学病院が膵臓移植施設へ認定されました。

国内では19施設目、九州では九州大学・長崎大学に続いて3施

設目となり、沖縄では初めての認定です。現在、琉球大学病院

では（生体）肝移植と腎移植を行っており、また新しい臓器移

植治療が加わったことになります。

　主に対象となる病気は、1型糖尿病（血糖を下げるホルモン

（インスリン）が全く作れない方）や病気の合併症により腎不

全となっている方、です（『日本膵・膵島移植研究会』HP）。この

ような患者さんはインスリンをずっと打ち続けねばならず、

また糖尿病に伴う様々な合併症で著しくQOL（クオリティ・オ

ブ・ライフ）が損なわれており、膵臓移植は根治療法として確

立されています。大部分（約80％）の患者様は、糖尿病性腎症に

よる慢性腎不全を合併しており、この様な患者様に対しては

脳死ドナーから提供された膵臓と腎臓の同時移植（SPK）が行

われます（図1）。同時移植の場合は、すでに当院で腎臓移植施

設として認定されている腎泌尿器外科と協力して手術を行う

ことになります。その他、腎移植後の膵単独移植（PAK）と、腎

機能が保たれている1型糖尿病の患者様に対する膵単独移植

（PTA）があります。

　代謝内科・腎臓内科・麻酔科・ICU・感染症内科等々、病院の

総合力が問われる医療ですので、県内唯一の特定機能病院で

ある琉球大学病院で行う意義は大きいものと思われます。今

まで県外に手術をお願いしていた方々も、沖縄で治療を完結

できるようになりました。長く治療を続けて苦しまれている

患者さんやご家族、担当医の先生はぜひご相談ください。

高槻　光寿
第一外科長・教授

大野　慎一郎
第一外科 助教

琉球大学病院が膵臓移植施設へ認定されました

トピックストピックス

図1：脳死膵腎同時移植術

本件に関するお問い合わせ・患者様のご相談は第一外科　大野慎一郎医師までお願いいたします。
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　『きこえの支援センター』は、沖縄県全域の聴覚障がいが疑われるお子さんや大人の方、そのご家族、関係者

への支援拠点として、2020年8月琉球大学病院耳鼻咽喉科内に開設しました。また、2021年1月からは県の委

託事業として新生児聴覚検査体制の運用を開始しています。

　主な業務内容として、① 小児や成人の難聴に関する相談、② 新生児聴覚検査や乳幼児健診などで難聴と疑

われた児の精密検査機関への案内、② 沖縄県新生児聴覚検査体制の精度管理、③ 聴覚障がいを持つ児・者が関

係する各機関との連携を図るなど、きこえに関する全般的な支援を行っています。

【小児の場合】

　乳幼児期のきこえは、コミュニケーションへの影響だけでなく言語発達やその後の学習にも影響を

及ぼすため、聴覚障がいを早期に発見し、お子さんやそのご家族に対し早期に支援することを目指して

います。

　具体的には、精密聴力検査が必要な児へ検査機関の受診日の案内と担当保健師への育児支援依頼、ま

た、聴覚障がい児が通う施設（保育園や学校など）への訪問相談や情報交

換、保護者や関係機関に向け講演会などを定期的に行っています。

きこえの支援センター
中央診療施設の紹介中央診療施設の紹介

　当センターは、聴覚障がいが疑われた際に適

切な時期に適切な検査を行い、その後スムーズ

な支援・治療を開始することで、聴覚障がいを持

つ児・者が一般社会へ参加し自立していくこと

を目指しています。そのためにも、医療・保健・教

育・福祉・行政など関連する機関と密に連携を図

りながら、多方面から本人・ご家族・関係者を支

援していきます。

【成人の場合】

　大人になってからの難聴、特に加齢性難聴を放っておくと認知症の発症のリスクを高めてしまうと

いう報告があります。きこえからの情報入力の減少、コミュニケーションの支障、社会からの孤立など

から認知機能が低下するといわれ、早めに補聴器などで聴覚補償を行うことで

発症の予防や進行を遅らせる可能性があります。定期的に市民公開講座や相談

会を行い、新しい情報を提供しています。
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　琉球大学では、痛風の治療薬である「コルヒチン」が新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の重症化を抑

制できるかどうかを検証するため、2021年1月から医師主導の第2相治験を日本医療研究開発機構（AMED）の

研究課題としてスタートさせました。沖縄県内外の患者さん、そして医療機関の皆さまの多大なご協力を賜

り、今年の1月に無事、患者登録を終了することができました。本紙面をお借りして深く感謝申し上げます。第2

相試験では病院に入院された患者さんを対象としておりましたが、第3相試験では自宅やホテルなど病院外で

療養しているCOVID-19患者さんを対象に検証を進めていく予定であり、そのプロトコル作成がAMEDの研

究課題として採択されました。

　重症COVID-19の治療は、抗ウイルス薬のみならず抗炎症薬も併用されます。我々は、重症化してから抗炎

症薬を投与するのではなく、重症化しそうな患者さんには早期から抗炎症薬を併用しておくことで、その後の

重症化を抑制できる可能性があると考えています。

　コルヒチンはCOVID-19重症化の鍵となる初期の炎

症 プ ロ セ ス を 抑 制 す る ポ テ ン シ ャ ル が あ り 、

COVID-19重症化リスクのある患者さんに発症後早期

から投与しておけば、小火のうちに炎症を抑制し、重症

化を予防できるのではないかと考えています。第3相試

験ではオンライン・電話診療を駆使し、自宅やホテルな

ど病院外で療養する軽症～中等症ⅠのCOVID-19患者

さん（軽症は重症化リスクを有する人）を対象として広

く参加を呼びかけたいと考えています。

　2021年12月17日（金）に令和3年度災害訓練を実施しました。

　今年度は、沖縄県全域が震度６の地震を被災するという設定で、多数の被災傷病者が来院することとなった

際の受け入れ体制を整えるための初動訓練を実施しました。また、今回は「密」を避けるために、診療エリアで

は机上訓練で指揮命令系統の確立を確認しました。本部訓練では参集、立ち上げ及び指揮命令系統の確立の確

認の他、昨年度と同様に海軍病院と通信訓練を実施しました。

　訓練終了後、梅村救急部長と災害医療部門長の中島診療教授から講評いただきました。

トピックストピックス

2021年度災害訓練についてトピックストピックス

2021年11月 学長記者懇談会で記者へ説明を行う
植田 臨床薬理学講座教授（左）金城 第一内科助教（中央）

池原 臨床研究教育管理センター特命助教（右）

訓練の様子

コロナ治療に新たな選択肢を！
　　　　 自宅でも安全にはじめられる経口薬の研究が、いよいよ次の段階に
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患者・ご家族の皆さんへのお願い

第一回QCサークル発表会開催トピックストピックス

お知らせお知らせ

あなたのために

　去る2月21日・22日・3月2日の3日間にわたり、当院職員

による「第1回QCサークル発表会」が開催されました。

　QCとはQuality Control（品質管理）を意味し、QCサーク

ル活動は日本で開発された品質管理活動で世界各国に展

開されています。QCサークルは「運営を自主的に行いQC

の考え方・手法などを活用して創造性を発揮し自己啓発・

相互啓発をはかり活動を進める小グループ」とされ、単なる業務改善ではなく第一線の職場で働く職員が患者

さんの視点に立って自主的・継続的に医療サービスや自分たちの仕事等の質の管理・改善を行う活動です。

　昨年6月、医療の質向上委員会でQCサークル活動の導入が決定されました。翌月には多職種で構成された

26サークルが結成され、コロナ禍の中で業務と両立しながらサークル活動を進めてきました。活動プロセスや

成果等を病院全体で見える化・共有し、お互いにヒントを得る機会として、また、今後の活動へつなげることを

趣旨として、会場内は発表者と審査委員、運営スタッフのみ入室し、会場外の職員へはWebによるライブ配信

を行いました。

　“楽しむ”をコンセプトに25サークルが発表を行いました。緊張し

た面持ちながらも随所にユーモアとアイディアがちりばめられた

発表が続き、「大変な思いもしたけれど参加して良かった！」とのコ

メントもありました。質疑応答や審査委員からの講評などもあって

盛会のうちに終わりました。

　当院をご利用になる全ての方へ提供する医療や患者サービスの

品質保証と質を向上するため職員一同、今後も知恵を絞って取り組

んで参ります。
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第  一  内  科

診    療    科 専　門　外　来 月 火 水 木 金 備　　    　　　       考

第  二  内  科

第  三  内  科

第  一  外  科

第  二  外  科

脳  神  経  外  科

整 　 形 　 外 　 科

形  成  外  科

産  科  婦  人  科

小  児  科

皮  膚  科

腎 泌 尿 器 外 科

耳  鼻  咽  喉  科

新 患・一 般 再 来 ( 午 前 ）
※ 形 成 一 般（ 午 後 ）
再 建 外 来（ 術 前 ）（ 午 後 ）
※ リ ン パ 浮 腫 外 来（ 午 後 ）
耳 の か た ち 外 来（ 午 後 ）

脊 椎 ・ 脊 髄
骨 ・ 軟 部 腫 瘍
股関節・人工関節（股・膝）
リ ウ マ チ ・ 足 ・ 足 関 節
ス ポ ー ツ ・ 膝
ス ポ ー ツ ・ 肩
手 外 科（ 上 肢 先 天 疾 患 ）
小 児 整 形
骨 粗 鬆 症

一 般 ・ 腫 瘍
脳 血 管 障 害
新 患 ・ 再 来
神 経 心 理
ニ ュ ー ロ リ ハ ビ リ

言 語 リ ハ ビ リ

呼 吸 器 外 科

心 臓 血 管 外 科
ス テ ン ト 外 来

血 管 外 科

上 部 消 化 管 外 科
下部消化管外科・肛門外科
新 患 ･ 移 植
肝 胆 膵 外 科
乳 腺 ・ 甲 状 腺 外 科
小 児 外 科
減 量 ・ 代 謝 外 科

循 環 器 内 科
高 血 圧 ･ 腎 臓 内 科
脳 神 経 内 科
高 齢 内 科

膠 原 病・リ ウ マ チ 内 科

血液内科（骨髄移植外来含む）
成人T細胞白血病リンパ腫(ATL )
肥 満 症（ 生 活 習 慣 病 ）

糖 尿 病 ・ 代 謝 内 科

遺伝性脂質異常症・動脈硬化性疾患外来
イ ン ス リ ン ポ ン プ 外 来

（ Ｃ Ｓ Ｉ Ｉ / Ｓ Ａ Ｐ ）
内 分 泌 内 科
骨粗鬆症・男性更年期(LOH)
女 性 医 師 に よ る 女 性 外 来

感 染 症 内 科

呼 吸 器 内 科

消 化 器 内 科（ 消 化 管 ）

　 　 　 〃 　 　（ 肝 臓 ）

　　　〃　　（胆道・膵臓）

皮 膚 科
皮 膚 感 染 症
皮 膚 外 科
化 膿 性 汗 腺 炎
乾 癬
乾癬性関節炎・掌蹠膿疱症関連関節炎
ア ト ピ ー 性 皮 膚 炎
強 皮 症 ・ 皮 膚 筋 炎

新 患 ・ 一 般 再 来
腎 臓
ア レ ル ギ ー
内 分 泌
遺 伝 ・ 先 天 代 謝 異 常
神 経
新 生 児
血 液 　 　（ 移 植 外 来 ）
膠 原 病
長 期 フ ォ ロ ー ア ッ プ 外 来

新 患

産 科
婦 人 科
生殖不妊・内分泌・骨粗鬆症

新 患
甲 状 腺 ・ 頭 頸 部 腫 瘍
鼻 副 鼻 腔・ア レ ル ギ －
中耳炎・難聴・めまい・顔面神経
人 工 内 耳
幼 児 難 聴 ・ 補 聴 器
口 腔 咽 頭 ・ 唾 液 腺
音 声 ・   嚥 下
頸 部 エ コ ー 外 来
アレルギー・免疫治療外来

腎 泌 尿 器 外 科
再 来

小 児 泌 尿 器 外 来

腎移植外来 （午前　新患）
腎移植外来 （午後　再来）

　（受付時間　午前８時30分～午前11時：予約がある場合は、その限りではありません。）　　          令和４年４月1日現在

新患は要紹介状・要予約　（医療機関からの申込みに限る）
(院外からの紹介は医療福祉支援センター・内線1371で予約）
新患は要紹介状・要予約　（医療機関からの申込みに限る）
肺腫瘍：火・金曜日
(院外からの紹介は医療福祉支援センター・内線1371で予約）
新患は要紹介状・要予約　（医療機関からの申込みに限る）
(院外からの紹介は医療福祉支援センター・内線1371で予約）　　

新患は要紹介状　・要予約（医療機関からの申込みに限る）　
(院外からの紹介は医療福祉支援センター・内線1371で予約）

新患は要紹介状、要予約（医療機関からの申込みに限る）
(院外からの紹介は医療福祉支援センター・内線1371で予約）

糖尿病外来は専用フォーム有
（月曜日は、院内入院糖尿病患者の紹介のみ）

新患は要紹介状、要予約（医療機関からの申込みに限る）

(院外からの紹介は医療福祉支援センター・内線1371で予約）

新患は要紹介状、要予約（医療機関からの申込みに限る）
(院外からの紹介は医療福祉支援センター・内線1371で予約）

（乳幼児、学校健診も含む）
上部消化管外科の木曜日は午後のみ

小児外科の水曜日・木曜日は午後のみ
減量・代謝外科は院内紹介のみ

新患は要紹介状
呼吸器外科：原則要予約（医療福祉支援センター・内線1371で予約）
                 院内紹介は事前に電話相談
心臓血管外科：木曜日；新患は要予約、再来は予約のみ
血管外科：原則要予約（医療福祉支援センター・内線1371で予約）
　　　　  木曜日は、再来予約のみ

新患は要紹介状、要予約（医療機関からの申込みに限る）
他院・他科からの紹介・予約患者は10時～11時に受付

（院外からの紹介は医療福祉支援センター・内線1371で予約、
院内からの紹介は脳外科外来受付(月・水・金）内線1307で予約）
緊急を要する患者は医局1171または病棟3801へ連絡し当日の
当直医（担当医）が対応します。　

新患は要紹介状、要予約　（医療機関からの申込みに限る）
(院外からの紹介は医療福祉支援センター・内線1371で予約）

※乳児股関節検診の精密検査は要予約 整形外来内線1301で予約
※診断書作成に関する身体計測の依頼は月曜日午後（要確認）

新患は要紹介状

※リンパ浮腫外来は、第１から第４木曜日のみ
・耳のかたち外来は、第２、第４木曜日のみ

【婦人科・生殖不妊・内分泌・骨粗鬆症】
新患は、要紹介状・要予約

（院外からの紹介は医療福祉支援センター・内線1371で予約）
【産科】紹介状有りが望ましいが、科の特殊性として紹介状なしでも診察します。
※火曜日・木曜日：予約再来のみ
新患は要紹介状・要予約　（医療機関からの申込みに限る）
(院外からの紹介は医療福祉支援センター・内線1371で予約）

小児循環器専門医は不在

※第２、第４週　金曜午後（院内患者のみ）

新患は要紹介状

新患は要紹介状、要予約（医療機関からの申込みに限る）
（院外からの紹介は、医療福祉支援センター・内線1371で予約）   
小児泌尿器外来：月曜日午後（予約再来のみ）
　 　　〃　　　　　　：金曜日午前（新患のみ）
腎移植外来：午前は新患のみ、午後は再来

新患は要紹介状
院内紹介は、外来日に新患担当医に電話で確認し予約を入れて
もらってください。

アレルギー・免疫治療外来：予約再来のみ
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電話（098）895-3331（代表）
医療福祉支援センター（内線1371）
〒903-0215  沖縄県西原町字上原207番地

※モノレールてだこ浦西駅からバス（97番）で10分

首里

西原I.C

浦添市

ボランティア募集
本院では、一般の方からの病院ボランティア
（外来ロビーでの案内・補助等）を広く募集し
ております。
空いている時間を利用して、一緒に参加して
みませんか？
まずはお気軽にご連絡ください。
【連絡先】 総務課 098-895-3331
　　　　　　　　　　　　（内線：1006）

診    療    科 専　門　外　来 月 火 水 木 金 備　　    　　　       考

　（受付時間　午前８時30分～午前11時：予約がある場合は、その限りではありません。）　　          令和４年４月1日現在
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眼   　 科

放  射  線  科

歯 科 口 腔 外 科

高 気 圧 治 療 部

血 液 浄 化 療 法 部

地  域  医  療  部

総合診療センター

が ん セ ン タ ー

救   急   部

リハビリテーション部

麻  酔  科

精 神 科 神 経 科

認知症疾患医療センター

緑 内 障
小 児 眼 科
網 膜 硝 子 ・ ぶ ど う 体
神 経 ・ 腫 瘍 膜
眼 形 成 ・ 腫 瘍

新 患

一 般 再 来

児 童 ・ 思 春 期 外 来

睡 眠 外 来

も の 忘 れ 診 断 外 来

放 　 射 　 線 　 診 　 断

C T ガ イ ド 下 ・ I V R

甲 状 腺 ・ Ｒ Ｉ
放 射 線 治 療
腫 瘍 動 注
麻 酔 科
ペ イ ン ク リ ニ ッ ク
新 患 ・ 一 般 外 来
口 唇 ・ 口 蓋 裂
顎 変 形 症
腫 瘍
口 腔 ケ ア セ ン タ ー

リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 科

心 大 血 管 リ ハ

高 気 圧 治 療 部

血 液 浄 化 療 法 部

地 域 医 療 部

総 合 診 療 科 部 門

禁 煙 外 来

漢 方 外 来

ワ ク チ ン 外 来
（ 感 染 対 策 室 ）

緩和ケア外来(身体的緩和部門)
緩和ケア外来(精神的緩和部門)

が ん 看 護 外 来

が ん ゲ ノ ム 医 療 外 来
救 急 部

新患は予約制・要紹介状

院内紹介は、電子カルテ上の紹介枠で要予約

新患は要紹介状、要予約　（医療機関からの申込みに限る）

(院外からの紹介は医療福祉支援センター内線1371で予約）

土曜日、祝日通常体制

夜間・日曜日はオンコール体制

※新患は原則要紹介状・要予約（医療機関からの申し込みに限る）

（院外からの紹介は医療福祉支援センター　内線1371で予約）

月・水・金曜日の９：００、１０：００　原則：要紹介状

※当院通院中の外来患者のみ

第３金曜日の午後のみ

※事前予約が望ましい

火・金曜日の午後のみ（インフルエンザワクチンを除く）

予約制。総合診療センター・内線1310へ要連絡

（連絡受付時間：月～金曜日の14時～16時まで）

新患は要紹介状（火・木曜日は予約制）

新患は要紹介状

新患・一般外来：　月・火・木曜日

水曜日は再診・院内紹介のみ。

・リハ新患は、月～金（月曜日は検査優先・金曜日は要電話）

　リハ対象者は、入院患者のみ。以外は電話で要相談。

・痙縮治療外来：第１・第３月曜日午後（院内紹介のみ）

院内症例：紹介時には、１)紹介状作成と ２)高気圧治療部への事前連絡が
必要です。また、画像は直近３ヶ月以内の胸部レントゲン(CTでの代替え
可)が必要です。場合によりCT撮影をお願いする事があります。

院外症例：対象疾患の治療担当診療科からの高気圧治療部への紹介が必
要です。まずは、各担当診療科に紹介をお願いします。そこから高気圧治
療部への依頼となります。

総合診療科部門は午前のみ※外来患者のみ
※新患は原則要紹介状・要予約（医療機関からの申し込みに限る）

（院外からの紹介は医療福祉支援センター　内線1371で予約）

新患は要予約、要紹介状
認知症疾患医療センター098-895-1765にて受付

新患は要紹介状、要予約　（医療機関からの申込みに限る）
(院外からの紹介は医療福祉支援センター内線1371で予約）
他院画像読影依頼は、放射線科医のいない医療機関の取り込み
画像のみ可（フィルムは不可)

新患は要予約
院外からの紹介は医療福祉支援センター内線1371で予約
院内他科通院中の方は当科外来受付内線1306で予約
院内他科入院中のコンサルトは、電子カルテ上の紹介枠で予約
原則、本人または家族の同意が必要。再来は原則要予約
予約・変更・問い合わせは、14：00-16：00当科外来受付内線1306で受付半年を
目処に、症状が落ち着きましたら、地域移行を御提案いたします。
2022年１月から一般再来は午前のみとなります。
児童・思春期外来は要紹介状、要予約（医療機関からの申し込みに限る）

（院外からの紹介は医療福祉支援センター　内線1371で予約）
４才から中学２年生が対象。中学３年生は一般新患で対応します。

月～金曜日　（９：００～１２：００）

内線4766で予約

※新患は原則要紹介状・要予約（医療機関からの申し込みに限る）

2 4  時  間  診  療


